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去
る
、
三
月
五
日
に
第
一

回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
会
派

代
表
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
新
政
ク
ラ
ブ
を
代
表

し
て

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て

・
市
民
へ
の
注
意
喚
起
に
つ

い
て

・
市
役
所
職
員
へ
の
対
応
に

つ
い
て

②
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
に

つ
い
て

※
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
と
は
大
人
の

子
ど
も
に
対
す
る
身
体
的
・
性
的
・
心

理
的
虐
待
と
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄

等
）
」
を
包
括
的
に
指
す

③
せ
ん
ご
く
の
杜
に
つ
い
て

・
天
然
芝
生
広
場
に
つ
い
て

・
ド
ロ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
つ
い
て

④
ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

⑤
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

⑥
防
災
行
政
無
線
放
送
整
備
に
つ
い
て

⑦
Ｊ
Ｒ
東
貝
塚
駅
周
辺
地
区
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
に
つ
い
て

⑧
空
き
家
・
空
き
地
対
策
に
つ
い
て

・
空
き
家
空
き
地
対
策
に
つ
い
て

・
空
き
家
除
却
制
度
に
つ
い
て

・
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

⑨
ご
み
集
積
場
所
の
管
理
に
つ
い
て

⑩
人
権
行
政
の
推
進
に
む
け
て

・
大
阪
府
の
人
権
三
条
例
の
評
価
に
つ

い
て

・
貝
塚
市
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
大
阪
府
の
「
性
的
指
向
及
び
性
自
認

の
多
様
性
に
関
す
る
府
民
の
理
解
の
増

進
に
関
す
る
条
例
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
条
例
）

と
貝
塚
市
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
に
つ
い
て
。

⑪
財
産
区
財
産
の
活
用
に
つ
い
て
質
問

を
い
た
し
ま
し
た
。

以
降
、
可
能
な
限
り
質
問
内
容
と
回

答
を
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

《
南
野
敬
介
議
員
》

大
阪
府
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
条
例
と
貝
塚
市

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い

て
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
・
・L

es
bi

an

（
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
女
性

同
性
愛
者
）
、G

ay

（
ゲ
イ
、
男
性
同
性
愛
者
）
、B

i
s
e

x
ua

l

（
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
両
性
愛
者
）
、T

r
a
ns

g
e

n
d
e
r

（
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
性
別
越
境
者
）
の
頭

文
字
を
と
っ
た
単
語
で
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）
の
総
称
の
ひ
と
つ
で
す
。

大
阪
府
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
条
例
の
制
定
を

受
け
、
本
年
一
月
二
二
日
よ
り
「
大
阪

府
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
証
明
制
度
」

を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
府
営
住
宅
の
入
居

資
格
要
件
を
拡
大
し
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
関
係
に
あ
る
方
の
入
居
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

一
方
、
市
長
の
市
政
運
営
方
針
の
中

で
「
府
と
連
動
し
本
市
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
が
社
会
に
お

い
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
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あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
受
け
て
以
下
ご

質
問
い
た
し
ま
す
。

第
一
に
、
大
阪
府
の
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
で
実
現

し
た
府
営
住
宅
の
入
居
要
件
の

拡
大
を
本
市
営
住
宅
で
も
導
入

す
べ
き
で
す
が
い
か
が
か
。

第
二
に
本
市
は
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
創
設
の
予
定
は
。

第
三
に
制
度
導
入
後
の
啓
発

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

こ
の
宣
誓
書
で
、
手
術
の
同

意
や
付
き
添
い
等
も
親
族
と
同

様
に
扱
え
る
の
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。

市
立
貝
塚
病
院
や
市
内
病
院

へ
の
協
力
の
依
頼
な
ど
も
必
要

で
は
。

貝
塚
市
若
年
世
帯
住
宅
取
得

補
助
事
業
等
も
こ
の
宣
誓
書
で

対
象
と
な
る
よ
う
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は

第
四
に
制
度
導
入
後
の
課
題

は
一
つ
目
の
本
市
市
営
住
宅
の

入
居
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
創
設
に
合
わ
せ
て
、
そ
れ
に

基
づ
き
、
本
市
の
市
営
住
宅
に

入
居
も
可
能
と
す
る
よ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
二
つ
目
の
創
設
ま
で

の
予
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

職
員
対
象
の
研
修
を
実
施
し
て
、

制
度
の
理
解
を
深
め
、
令
和
二

年
度
中
に
創
設
し
て
ま
い
り
ま

す
。三

つ
目
の
制
度
導
入
後
に
お

け
る
啓
発
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
医
療
機
関
な
ど
へ
の
協

力
依
頼
、
制
度
の
周
知
な
ど
必

要
な
も
の
に
つ
い
て
考
え
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
貝
塚
市
若
年
世
帯
住

宅
取
得
補
助
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
市
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
創
設
に
合
わ
せ

て
、
宣
誓
書
等
の
取
得
者
に
対

し
、
当
該
補
助
事
業
の
対
象
と

な
る
よ
う
要
綱
改
正
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。四

つ
目
の
今
後
考
え
ら
れ
る

課
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
制
度

に
よ
っ
て
法
的
な
権
利
が
発
生

す
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
中
で
、

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
困
難
な

課
題
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
本

市
と
し
て
可
能
な
支
援
を
実
施

し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

生活相談・まちの相談・人権相談

南野けいすけ
090-1911-4306

ホームページ・ＳＮＳで情報発信中！

https://keisuke-nanno.com/
facebook：https://www.facebook.
com/keisukenan/
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去
る
三
月
二
四
日
、
令
和
二
年

第
一
回
定
例
会
第
四
日
（
最
終
日
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
題
は
、
一
般
会
計
予
算

の
認
定
等
で
し
た
。

こ
の
議
案
に
対
し
市
民
ネ
ッ
ト
貝
塚
よ
り
一
般

会
計
予
算
の
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
廃
止
さ
れ
た
市
営
プ
ー
ル
の
撤
去
予
算

を
削
除
し
た
修
正
予
算
で
す
。

市
営
プ
ー
ル
の
撤
去
は
様
子
を
見
て
令
和
三
年

に
行
え
ば
い
い
の
で
は
と
い
う
理
由
で
し
た
。

ま
た
昨
年
十
二
月
に
突
然
市
営
プ
ー
ル
廃
止
条

例
が
出
さ
れ
て
市
民
の
意
見
を
聞
く
場
も
な
い
と

の
事
で
の
反
対
で
し
た
。

す
で
に
昨
年
十
二
月
の
定
例
会
で
市
営
プ
ー
ル

条
例
が
修
正
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
学
校
水
泳
が
民
間
の
温
水
プ
ー
ル

に
委
託
し
て
行
う
意
事
が
可
能
と
な
っ
た
事
。

市
営
プ
ー
ル
の
維
持
管
理
費
が
膨
大
な
金
額
と

な
る
事
。

ま
た
昨
今
の
酷
暑
の
影
響
で
閉
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
今
夏
に
残
っ
た
市
営
プ
ー
ル
で
不
具
合

が
あ
っ
た
場
合
ど
う
す
る
の
か
？
令
和
三
年
以
降

の
撤
去
で
い
い
の
で
は
な
い
か
？
と
い
う
意
見
で

し
た
。

こ
の
動
議
に
対
し
て
質
問
も
行
わ
れ
ま
し
た
が

質
問
者
の
問
い
に
ま
と
も
に
答
え
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
新
政
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
「
討
論
※
一
」

を
行
い
ま
し
た
。

①
な
ぜ
今
回
の
市
営
プ
ー
ル
廃
止
・
統
合
に
至
っ

た
の
か
。
②
市
営
プ
ー
ル
の
廃
止
は
昨
年
十
二
月

に
急
に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と

一
年
以
上
は
議
会
で
議
論
と
な
っ
て
い
た
。
③
提

案
者
も
答
弁
の
中
で
反
省
は
し
て
い
ま
し
た
が
議

会
で
の
答
弁
は
公
的
に
行
っ
た
も
の
で
そ
の
重
要

性
は
十
八
名
の
議
員
は
分
か
っ
て
い
る
は
ず
。

④
実
際
に
プ
ー
ル
の
撤
去
は
本
年
十
月
以
降
と
な

る
。
今
夏
の
状
況
を
見
る
こ
と
は
十
分
可
能
だ
。

⑤
本
当
に
第
一
プ
ー
ル
の
不
具
合
が
心
配
な
ら
現

在
の
市
営
プ
ー
ル
条
例

を
改
正
し
臨
時
に
他
の

プ
ー
ル
を
使
用
で
き
る

よ
う
に
す
れ
ば
い
い
。

条
例
改
正
に
時
間
が
な

い
と
提
案
者
は
答
弁
し

ま
し
た
が
、
今
議
会
で
改
正
案
を
上
程
す
る
こ
と

も
可
能
だ
っ
た
し
六
月
議
会
で
上
程
す
る
事
も
可

能
で
あ
る
。

と
い
う
趣
旨
で
討
論
を
致
し
ま
し
た
（
※
二
）
。

私
が
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
反
対
討
論
を
行
い
、

公
明
党
議
員
団
、
無
会
派
議
員
、
維
新
の
会
、
自

由
市
民
よ
り
り
そ
れ
ぞ
れ
反
対
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

結
果
、
令
和
二
年
度
貝
塚
市
一
般
会
計
修
正
動

議
は
賛
成
少
数
（
市
民
ネ
ッ
ト
貝
塚
賛
成
）
で
否

決
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
案
は
賛
成
多
数
（
新
政

ク
ラ
ブ
・
自
由
市
民
・
公
明
党
・
維
新
の
会
・
無

会
派
（
二
名
）
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
藤
原
龍
男
市
長
も
挨
拶
の
中
で
、
過
去

の
議
事
録
を
取
り
出
し
、
昨
年
の
市
営
運
営
方
針

に
も
書
か
れ
て
る
内
容
で
あ
り
今
さ
ら
「
急
に
提

案
さ
れ
た
」
は
通
ら
な
い
。
一
般
会
計
修
正
動
議

を
出
し
た
「
市
民
ネ
ッ
ト
貝
塚
」
の
皆
さ
ん
と
は

ど
う
も
同
じ
考
え
で
は
な
い
。
一
般
会
計
予
算
に

賛
成
い
た
だ
い
た
会
派
の
皆
さ
ん
と
共
に
住
み
良

い
貝
塚
市
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
（
※
三
）
。

※
一

議
会
の
中
で
賛
成
・
反
対
の
討
論
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
討
論

で
は
あ
り
ま
す
が
意
見
に
対
し
て
や
り
取
り
が
で
き
る
も
の
で
な
く
自

分
た
ち
の
考
え
を
表
明
す
る
も
の
で
す
。

※
二
及
び
三

正
式
な
議
事
録
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
質

問
の
や
り
取
り
を
受
け
て
の
討
論
と
な
り

ま
し
た
。
原
稿
も
な
く
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
変

わ
っ
て
い
る
事
も
あ
り
ま
す
が
、
詳
細
は

後
日
、
貝
塚
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
す
。

令
和
二
年

一
般
会
計
予
算
案

賛
成

新
政
ク
ラ
ブ

（
南
野
・
阪
口
芳
弘
）

自
由
市
民

（
田
畑
・
薮
内
・
食
野
・
田
中
）

公
明
党

（
北
尾
・
中
山
・
谷
口
・
前
園
）

維
新
の
会
（
牛
尾
・
出
原
）

無
会
派
（
明
石
）
（
中
川
）

反
対

市
民
ネ
ッ
ト
貝
塚

（
阪
口
勇
・
川
岸
・
平
岩
）




